
日本語小委（32）H22.10.26

資 料 ３

具体的な日本語教育プログラム例（案）

例１ 例２ 例３

Ａさん Ｂさん Ｃさん

日系人就労者 国際結婚で来日 技能実習生

外国人コミュニティーで生
活

地域社会の中で生活 地域社会との接点が限られ
ている

○以下に示す具体的な日本語教育プログラム例は資料２「具体的な日本語教育プログラムの作成手順
（案）」を踏まえて，作成したものである。

○標準的なカリキュラム案を活用する際，学習者の状況や地域の実情に応じて，工夫を加えることが期待
される。「「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案」の４ページで示され
る生活上の行為を基に，ここでは以下の学習者を例として取り上げて，学習者の状況，地域の実情に
応じた工夫をどのように行うかを示す。
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【参考資料】

・平成19年度文化庁日本語教育研究委託 外国人に対する実践的な日本語教育の研究開発（「生活者として
の外国人」に対する日本語教育事業―報告書― 平成20年3月 社団法人日本語教育学会）

・平成20年度文化庁日本語教育研究委託 外国人に対する実践的な日本語教育の研究開発（「生活者として
の外国人」のための日本語教育事業―報告書― 平成21年3月 社団法人日本語教育学会）

・「生活のための日本語」に関する基盤的研究―段階的発達の支援をめざして 中間報告書―
（平成20年度～23年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ））研究成果報告書 中間報告）
（平成22年3月 研究代表者金田智子（人間文化研究機構 国立国語研究所））

・「外国人研修生・技能実習生の日本語調査」第一次調査 速報 2010年3月 ＪＩＴCO能力開発部援助課
・外国人研修生日本語教育実態調査結果報告（調査対象：第二次受入機関）財団法人国際研修協力機構
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１ 域内の外国人の状況・ニーズ，地域のリソース等の把握

（１）対象とする学習者の属
性や数の把握

・レディネス（日本語学習
をどの程度行っているか）

⇒来日３か月，日本語学習
経験なし

・漢字圏かどうか

⇒非漢字圏

・学習適性（過去の言語学
習経験等）

⇒英語（あいさつ程度）

・家族形態

⇒妻，子供（小学生）

・在留資格

⇒定住者

・定住志向

⇒当面は日本で生活の予定

（３）地域のリソースの把握

・教室に使える場所

⇒地域の公民館

・指導者

⇒地域在住の日本語教師経験者

・協力者の有無

⇒母語が同じで日本在住が長い
外国人

・協力機関の有無

⇒地域の公民館（場所の提供）

・多言語での情報の有無

⇒市役所では基本的な生活情報
が多言語で提供される

・通訳が配置されている場面

⇒職場（常駐ではない）
市役所の手続の場面のみ

各地域学習者

（２）生活課題の把握

○日常の生活（使用言語と使用場面，日
本語でのやり取りが求められる場面，
日本語学習に割ける時間）

⇒勤務時間が長く，自習時間を取ること
は困難。職場の指示は基本的には日本
語だが，時折通訳が来る。それ以外は
ポルトガル語で生活を行っている。

○生活面で課題として抱えていること

１ 域内の外国人の状況・
ニーズ，地域のリソース等
の把握

２ 日本語教室の目的
や設置場所等につい
ての検討

３ 具体的な日本語教育プログラム
の作成

（１）学習内容
について検討

（２）学習順序
について検討

（３）学習時間
について検討

（４）指導者・
協力者につ
いて検討

（５）学習方法
について検討

（１）対象とす
る学習者の属
性や数の把握

（２）生活課
題の把握

（３）地域のリ
ソースの把握

（１）日本語
教室の目的
を設定する

（２）学習者の
ニーズ・地域の
リソースに基づ
いた教室の設置

課題の種類 課題の内容

１．切迫度の
高いこと

生活ルールや地域の
集まりについて知り
たい

２．今できる
ようになりた
いこと

住民としての手続が
できるようになりた
い

３．できれば
できるように
なりたいこと

行動範囲を広げ，知
り合い・友達を増や
したい

４．今後でき
るようになり
たいこと

仕事で使う専門的な
日本語を知りたい

例１）日系人就労者のＡさんの場合
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２ 日本語教室の目的や設置場所等についての検討

（１）日本語教室の目的を設定する

○漠然とした学習者像ではなく，地域
に在住する外国人の状況を踏まえた
上で「具体的な学習者像」を設定し，
そこから生活課題の改善に向けた教
室の目的を設定する。

⇒地域社会に参加できるようになる

（２）学習者のニーズ・地域のリソースに基づいた教室
の設置

①地域課題，域内の外国人の状況に対応した日本語教室
の設置（場所，日時等）

⇒平日は仕事のため，週末の午前中に公民館で実施

②行政・関係機関との連絡調整

⇒地元の日本語学校で勤務する日本語教師の協力，自
治会等地域住民の協力

１ 域内の外国人の状況・
ニーズ，地域のリソース等
の把握

２ 日本語教室の目的
や設置場所等につい
ての検討

３ 具体的な日本語教育プログラム
の作成

（１）学習内容
について検討

（２）学習順序
について検討

（３）学習時間
について検討

（４）指導者・
協力者につ
いて検討

（５）学習方法
について検討

（１）対象とする
学習者の属性
や数の把握

（２）生活課
題の把握

（３）地域のリ
ソースの把握

（１）日本語
教室の目的
を設定する

（２）学習者の
ニーズ・地域の
リソースに基づ
いた教室の設置
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３ 具体的な日本語教育プログラムの作成

生活課題 できるようになりた
いこと

１ 切迫度の高いこと 生活ルールや地域の
集まりについて知り
たい

２ 今できるようになり
たいこと

住民としての手続が
できるようになりた
い

３ できればできるよう
になりたいこと

行動範囲を広げ，知
り合い・友達を増や
す

４ 今後できるようにな
りたいこと

仕事で使う専門的な
日本語を知りたい

標準的なカリキュラム案で扱う生活上の行為
（全30単位）

Ⅰ 健康・安全に暮らす（７単位）

01 健康を保つ 02 安全を守る

Ⅱ 住居を確保する・維持する（２単位）

03 住居を確保する 04 住環境を整える

Ⅲ 消費活動を行う（４．５単位）

05 物品購入・サービスを利用する
06 お金を管理する

Ⅳ 目的地に移動する（３．５単位）

07 公共交通機関を利用する
08 自力で移動する

Ⅶ 人とかかわる（２．５単位）

14 他者との関係を円滑にする

Ⅷ 社会の一員となる（４．５単位）

15 地域・社会のルール・マナーを守る
16 地域社会に参加する

Ⅸ 自身を豊かにする（２単位）

20 余暇を楽しむ

Ⅹ 情報を収集・発信する（４単位）

21 通信する
22マスメディアを利用する

１ 域内の外国人の状況・
ニーズ，地域のリソース等
の把握

２ 日本語教室の目的
や設置場所等につい
ての検討

３ 具体的な日本語教育プログラム
の作成

（１）学習内容
について検討

（２）学習順序
について検討

（３）学習時間
について検討

（４）指導者・
協力者につ
いて検討

（５）学習方法
について検討

（１）対象とする
学習者の属性
や数の把握

（２）生活課
題の把握

（３）地域のリ
ソースの把握

（１）日本語
教室の目的
を設定する

（２）学習者の
ニーズ・地域の
リソースに基づ
いた教室の設置
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１ 域内の外国人の状況・
ニーズ，地域のリソース等
の把握

２ 日本語教室の目的
や設置場所等につい
ての検討

３ 具体的な日本語教育プログラム
の作成

（１）学習内容
について検討

（２）学習順序
について検討

（３）学習時間
について検討

（４）指導者・
協力者につ
いて検討

（５）学習方法
について検討

（１）対象とする
学習者の属性
や数の把握

（２）生活課
題の把握

（３）地域のリ
ソースの把握

（１）日本語
教室の目的
を設定する

（２）学習者の
ニーズ地域のリ
ソースに基づい
た教室の設置

標準的なカリキュラム案における生活上の行為の
事例

Ⅷ 社会の一員となる（４．５単位）

（35） 地域社会に参加する

3501040 居住地の自治会について隣人に尋ねる
3501050 自治会の会員になる
3501100 行事に参加する

Ⅷ 社会の一員となる（４．５単位）

（33）住民としての手続をする

3501100 各種手続の種類や内容について理解する
3501050 役所の受付で外国人登録窓口の場所を

尋ねる
3302080 支払方法を確認する
3303040 必要性を確認する（確定申告，還付申告）

（34）住民としてのマナーを守る

3401040 居住地域のゴミ出しについて地域の公的
機関で発行している生活情報パンフレット
等で確認し理解する

3401040 居住地域のゴミ出しの方法について隣人
に質問する

3402030 マナーについて人に相談する

地域の実情・学習者の日本語のレベルに
合わせて工夫する

（35） 地域社会に参加する

○自治会行事や役割について質問する
○地域の自治会の申込書を読む
○地域の行事について情報を集める

（33） 地域・社会のルール・マナーを守る

○各種手続の種類や内容について理解する
○場所について質問する
○税金の支払い方法について知る
○確定申告，還付申告について知る

（34）住民としてのマナーを守る

○ゴミの分別について情報を集める
○隣人に分からないことを質問する
○隣人に分からないことを質問する

（２）学習順序について検討

○学習者の生活課題・ニーズから学習順序
を設定

○「１ 域内の外国人の状況・ニーズ，地
域のリソース等の把握」の「（２）生活
課題の把握」の「切迫度の高いこと」，
「できるようになりたいこと」から順に
学習順序を設定する。
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言語事項／社会・文化的情報の選択と
工夫（工夫前の生活上の行為の事例）

目標達成のための
教室活動の方法

活動方法 協力者 教材

・自治会行事や役割について質問す
る
（3501040 居住地の自治会について隣人に
尋ねる）

・質問の仕方につ
いて練習し，実際
に聞いてみる

ロールプ
レイ

地域住民

・地域の自治会の申込書を読む
（3501050 自治会の会員になる）

・分からない部分
の質問の仕方を練
習した後，自治会
の申し込み書を読
んでみる

ロールプ
レイ

・地域の行事について情報を集める
（3501100 行事に参加する）

・地域の行事につ
いて情報を集める
・地域でやってみ
たいこと，得意な
ことを発表する

インタ
ビュー，
プレゼン
テーショ
ン

地域住民

・各種手続の種類や内容について理
解する
（3301020 各種手続の種類や内容について
理解する）

・多言語情報を基
に各種手続につい
て知る

母語が同じ
外国人

パンフレット等，
多言語での生活
情報

・場所について質問する
（3301080 役所の受付で外国人登録窓口の
場所を尋ねる）

・質問の仕方につ
いて練習し，実際
に聞いてみる

ロールプ
レイ

・税金の支払い方法について知る
（3302080 支払方法を確認する（各種税
金））

・窓口での支払い
を申し出る表現に
ついて練習する

ロールプ
レイ

母語が同じ
外国人

パンフレット等，
多言語での生活
情報

・確定申告，還付申告について知る
（3303040 必要性を確認する（確定申告，還
付申告））

・申告を申し出る
表現について練習
する

ロールプ
レイ

母語が同じ
外国人

パンフレット等，
多言語での生活
情報

・ゴミの分別について情報を集める
（3401040 居住地域のゴミ出しについて地

域の公的機関で発行している生活情報パン
フレット等で確認し理解する）

・ゴミの分別につ
いて行政関係者の
協力を得て，体験
する

実体験 行政関係者 ゴミの分別リス
ト

・隣人に分からないことを質問する
（3401080 居住地域のゴミ出しの方法につ
いて隣人に質問する）

・質問の仕方につ
いて練習し，実際
に聞いてみる

ロールプ
レイ

地域住民

・隣人に分からないことについて質
問する
（3402030 マナーについて人に相談する）

・質問の仕方につ
いて練習し，実際
に聞いてみる

インタ
ビュー

母語が同じ
外国人
地域住民

＜具体的な日本語教育プログラム例＞

◆教室の目的：地域社会への参加 ◆指導者：地域の日本語教育経験者

（Ⅷ 社会の一員となる）

◆教室の場所：地域の公民館 ◆日時：土曜日，１０時～１２時

１

地
域
社
会
に
参
加
す
る

２

住
民
と
し
て
の
手
続
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

P.7
参照
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教室活動の内容 サポート情報等

１．様々な場面や状況における自分の行動について話す

・ゴミの分別，喫煙場所，夜中のパーティー，電車の遅延，
待ち合わせの時間等について描かれた絵や写真を見て，自
分の行動について話す。

・母語でもよい。

２．インタビュー（１）

・母語が同じ先輩や友人に，様々な場面や状況における行動
が日本と母語の違いについて聞く。

３．インタビュー（２）

・日本人協力者に，日本における規則や日本人の一般的行動
様式について聞く。

３．発表

・インタビュー（１）（２）の結果をまとめて，クラス内で
発表し，クラスメートや日本人協力者と意見交換をする。

＜教室活動の方法＞

・インタビュー
（※ガイドブック（仮称）xxページ参
照）

＜教室活動の方法＞

・インタビュー
（※ガイドブック（仮称）xxページ参
照）
・アンケート
（※ガイドブック（仮称）xxページ参
照）

【会話例】

Ａ：「たばこを吸ってもいいですか。」

Ｂ：「いいえ，吸ってはいけません。喫煙所で
吸ってください。」

Ａ：「はい，分かりました。」

＜教室活動の展開例＞
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（３）地域のリソースの把握

・教室に使える場所

⇒地域の集会所

・指導者

⇒地域在住の日本語教育経験者

・協力者の有無

⇒市民ボランティア

・協力機関の有無

⇒市役所（情報提供），子育て
支援施設（情報提供，子育て
に関する説明会等の講師）

・多言語での情報の有無

⇒特になし

・通訳が配置されている場面

⇒通訳が必要な場合は同国出身
で母語が同じ外国人の協力を
得る

（２）生活課題の把握

○日常の生活（使用言語と使用場面，日
本語でのやり取りが求められる場面，
日本語学習に割ける時間）

⇒家庭や子供の幼稚園とのやり取りで日
常的に日本語を用いるが，日本語学習
の時間は余りない。また，来日直後か
ら家事労働の担い手としての役割を
担っており，日本語を体系的に学んだ
ことがない。

○生活面で課題として抱えていること

１ 域内の外国人の状況・ニーズ，地域のリソース等の把握

（１）対象とする学習者の属
性や数の把握

・レディネス（日本語学習
をどの程度行っているか）

⇒週に一度，地域の日本語
教室で学習

・漢字圏かどうか

⇒漢字圏

・学習適性（過去の言語学
習経験等）

⇒英語（あいさつ程度）

・家族形態

⇒夫，子供（幼稚園），姑

・在留資格

⇒日本人の配偶者等

・定住志向

⇒永住の予定

１ 域内の外国人の状況・
ニーズ，地域のリソース等
の把握

２ 日本語教室の目的
や設置場所等につい
ての検討

３ 具体的な日本語教育プログラム
の作成

（１）学習内容
について検討

（２）学習順序
について検討

（３）学習時間
について検討

（４）指導者・
協力者につ
いて検討

（５）学習方法
について検討

（１）対象とす
る学習者の属
性や数の把握

（２）生活課
題の把握

（３）地域のリ
ソースの把握

（１）日本語
教室の目的
を設定する

（２）学習者の
ニーズ・地域の
リソースに基づ
いた教室の設置

例２）国際結婚のＢさんの場合

各地域学習者

課題の種類 課題の内容

１．切迫度の
高いこと

子供が病気になったと
きの対応について知り
たい

２．今できる
ようになりた
いこと

医療機関を利用できる
ようになりたい

３．できれば
できるように
なりたいこと

災害への対応を知り
たい

４．今後でき
るようになり
たいこと

地域でのネットワー
クを作りたい

8



２ 日本語教室の目的や設置場所等についての検討

（１）日本語教室の目的を設定する

○漠然とした学習者像ではなく，地域
に在住する外国人の状況を踏まえた
上で「具体的な学習者像」を設定し，
そこから生活課題の改善に向けた教
室の目的を設定する。

⇒医療機関が利用できるようになる

（２）学習者のニーズ・地域のリソースに基づいた教室
の設置

①地域課題，域内の外国人の状況に対応した日本語教室
の設置（場所，日時等）

⇒子供が幼稚園に通っている時間帯である平日午前中
に地域の集会所で実施

②行政・関係機関との連絡調整

⇒地域の生活情報の提供，多言語での育児や健康の相
談会の開催，保育ボランティアの協力

１ 域内の外国人の状況・
ニーズ，地域のリソース等
の把握

２ 日本語教室の目的
や設置場所等につい
ての検討

３ 具体的な日本語教育プログラム
の作成

（１）学習内容
について検討

（２）学習順序
について検討

（３）学習時間
について検討

（４）指導者・
協力者につ
いて検討

（５）学習方法
について検討

（１）対象とする
学習者の属性
や数の把握

（２）生活課
題の把握

（３）地域のリ
ソースの把握

（１）日本語
教室の目的
を設定する

（２）学習者の
ニーズ・地域の
リソースに基づ
いた教室の設置
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３ 具体的な日本語教育プログラムの作成

生活課題 できるようになりた
いこと

１ 切迫度の高いこと 子供が病気になっ
たときの対応につ
いて知りたい

２ 今できるようになり
たいこと

医療機関を利用し
たい

３ できればできるよう
になりたいこと

災害に備えたい

４ 今後できるようにな
りたいこと

地域のネットワー
クを作りたい

標準的なカリキュラム案で扱う生活上の行為
（全30単位）

Ⅰ 健康・安全に暮らす（７単位）

01 健康を保つ 02 安全を守る

Ⅱ 住居を確保する・維持する（２単位）

03 住居を確保する 04 住環境を整える

Ⅲ 消費活動を行う（４．５単位）

05 物品購入・サービスを利用する
06 お金を管理する

Ⅳ 目的地に移動する（３．５単位）

07 公共交通機関を利用する
08 自力で移動する

Ⅶ 人とかかわる（２．５単位）

14 他者との関係を円滑にする

Ⅷ 社会の一員となる（４．５単位）

15 地域・社会のルール・マナーを守る
16 地域社会に参加する

Ⅸ 自身を豊かにする（２単位）

20 余暇を楽しむ

Ⅹ 情報を収集・発信する（４単位）

21 通信する
22マスメディアを利用する

１ 域内の外国人の状況・
ニーズ，地域のリソース等
の把握

２ 日本語教室の目的
や設置場所等につい
ての検討

３ 具体的な日本語教育プログラム
の作成

（１）学習内容
について検討

（２）学習順序
について検討

（３）学習時間
について検討

（４）指導者・
協力者につ
いて検討

（５）学習方法
について検討

（１）対象とする
学習者の属性
や数の把握

（２）生活課
題の把握

（３）地域のリ
ソースの把握

（１）日本語
教室の目的
を設定する

（２）学習者の
ニーズ・地域の
リソースに基づ
いた教室の設置
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（１）学習内容について検討



１ 域内の外国人の状況・
ニーズ，地域のリソース等
の把握

２ 日本語教室の目的
や設置場所等につい
ての検討

３ 具体的な日本語教育プログラム
の作成

（１）学習内容
について検討

（２）学習順序
について検討

（３）学習時間
について検討

（４）指導者・
協力者につ
いて検討

（５）学習方法
について検討

（１）対象とする
学習者の属性
や数の把握

（２）生活課
題の把握

（３）地域のリ
ソースの把握

（１）日本語
教室の目的
を設定する

（２）学習者の
ニーズ・地域の
リソースに基づ
いた教室の設置

標準的なカリキュラム案における生活上の行為
の事例

Ⅰ 健康・安全に暮らす（７単位）

（01） 医療機関で治療を受ける

0101060 隣人に容態を伝えて助言を求める
0102010 初診受付で手続をする
0103010 医者の診察を受ける
0103120 病気への対処法・生活上の注意など

を質問し答えを理解する

（02） 薬を利用する

0201020 医療機関で処方せんをもらい，内容を
確認する

0202050 症状を説明し，薬を求める
0203070 薬剤師等の「効能，用法，注意」の説

明を理解する

（05） 災害に備え，対応する

0501020 自治体広報，掲示，看板等を理解し，
現地を確認する

0501030 避難場所・方法を理解する・人に聞く
0502010 地震について理解する
0502020 身を守る（地震発生時）
0503010 台風について理解する
0503020 天気予報・台風情報に留意し理解する
0504050 消防・救急（119番）や警察（110番）に

電話する（火災等）

地域の実情・学習者の日本語のレベルに
合わせて工夫する

（01）医療機関で治療を受ける

○地域の医療機関の所在地を尋ねる
○医療機関の受付で初診の手続をする

…等

（02）薬を利用する

○薬局を利用し，服用法を理解する
…等

（05）災害に備え，対応する

○災害時の避難場所や避難方法を確認する
○地震発生時に適切に行動する …等

（２）学習順序について検討

○学習者の生活課題・ニーズから学習順序
を設定

○「１ 域内の外国人の状況・ニーズ，地
域のリソース等の把握」の「（２）生活
課題の把握」の「切迫度の高いこと」，
「できるようになりたいこと」から順に
学習順序を設定する。
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言語事項／社会・文化的情報の選択と工夫
（工夫前の生活上の行為の事例）

目標達成のための
教室活動の方法

活動方法 協力者 教材

・地域の医療機関の所在地を尋ねる
（0101060 隣人に容態を伝えて助言を求める）

・質問の仕方につ
いて練習し，実際
に聞いてみる

ロールプレイ 地域住
民

・医療機関の受付で初診の手続をする
（0102010 初診受付で手続をする）

・手続に必要な表
現を練習する
・問診票の記載方
法を知る

ロールプレイ 多言語
医療問
診票

・医者の診察を受ける
（0103010 医者の診察を受ける）
（0103120 病気への対処法・生活上の注意などを
質問し答えを理解する）

・体の部位や症状
の表現を知る
・医者の指示を理
解し，対応する
・質問の仕方につ
いて練習し，実際
に聞いてみる

ロールプレイ 多言語
医療問
診票

・地域の薬局を利用し，服用法を理解する
（0201020 医療機関で処方せんをもらい，内容を確

認する）
（0202050 症状を説明し，薬を求める）

・症状を説明し，
薬剤師等の質問に
答える

ロールプレイ

・薬の服用法を理解する
（0202050 症状を説明し，薬を求める）
（0203070 薬剤師等の「効能，用法，注意」の説明
を理解する）

・薬の効能や用法
の表現を理解し，
聞き取ったり読み
取ったりする

ロールプレイ，
スキャニング

薬（実
物等）

・災害時の避難場所や避難方法を確認する
（0501020 自治体広報，掲示，看板等を理解し，現
地を確認する）
（0501030 避難場所・方法を理解する・人に聞く）

・広報や掲示板等
の説明を読み取る
・質問の仕方につ
いて練習し，実際
に聞いてみる

スキャニング，
ロールプレイ

地域住
民，行
政関係
者

広報等

・地震発生時に適切に行動する
（0502010 地震について理解する）
（0502020 身を守る（地震発生時））

・地震の前に準備
しておくことや地
震発生時の行動に
ついて，自宅・学
校・職場等で話し
合う

実体験（起震
車）,シミュ
レーション（防
災訓練），イン
タビュー・アン
ケート

多言語
生活情
報

・新聞やラジオ・テレビの気象情報を理解
する
（0503010 台風について理解する）
（0503020 天気予報・台風情報に留意し理解する）

・気象情報を読み
取ったり，聞き
取ったりする

スキミング，
スキャニング

気象情
報

・火災等の発生時に緊急通報する
（0504050 消防・救急（119番）や警察（110番）に電
話する（火災等））

・通報の仕方につ
いて練習し，関係
機関の協力の基，
実際にやってみる

ロールプレイ，
シミュレーショ
ン

消防・
警察署
員

＜具体的な日本語教育プログラム例＞

◆教室の目的：健康・安全に暮らすことができるようになる ◆指導者：地域在住の日本語教育

（Ⅰ 健康・安全に暮らす） 経験者

◆教室の場所：地域の集会所 ◆日時：水曜日，10時～12時

１

医
療
機
関
を
利
用
す
る

２

災
害
に
対
応
す
る

P.14
参照

P.13
参照
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教室活動の内容 サポート情報等

１．体の部位の名称，症状を表わす表現を確認する

・身体図を用いて，体の部位の名称を理解する。
・症状を表わす表現の日本語と母語の対照表を用いて，日本
語での言い方を確認する。

２．医者が発する指示の表現を理解する

・病名と対処の表現の日本語と母語の対照表を用いて，日本
語での言い方を確認する。

・指導者が医者役となり，医師が発する指示の主なものを例
示する。

３．医者の診察を受ける

・指導者や日本人協力者に症状を伝え，診察を受ける練習を
する。また，学習者同士でロールプレイを行う。

＜参考資料＞

・多言語医療問診票
（※入手方法等は標準的なカリキュラ
ム案の113ページ参照）

＜参考資料＞

・多言語医療問診票
（※入手方法等は標準的なカリキュラ
ム案の113ページ参照）

＜教室活動の方法＞

・ロールプレイ
（※標準的なカリキュラム案110ページ，
ガイドブック（仮称）xxページ参照）

・出身地（国）でかぜを引いたときの
対処法について話しあってもよい。

【会話例】

学習者：「のどが痛いんですが。」

指導者：「口を大きく開けてください」
/「お風呂に入らないでください。」

＜教室活動の展開例＞

13

・地域の薬局を利用し，服用法を理解する



教室活動の内容 サポート情報等

１．薬の種類や飲み方について理解する

・粉薬，錠剤など薬の実物や絵を用いて，日本語での言い方
を確認する。

・食前・食後・食間，一日何回など，飲み方の指示や表記を
理解する。

２．医者から薬の説明を受ける

・指導者が医者役となり，医師の薬についての説明を理解す
る。

・受付で処方せんをもらい，処方せんを扱う薬局の場所を確
認する。

３．処方せんを提示し，薬局で薬を購入する

・薬局で処方せんを提示して，薬を受け取る。

・初めての場合は調査票に記入する。

・指導者や日本人協力者と練習をする。学習者同士でもロー
ルプレイを行う。

・出身国の場合の薬の購入法について
話し合ってもよい。

＜教室活動の方法＞

・ロールプレイ
（※標準的なカリキュラム案110ページ，
ガイドブック（仮称）xxページ参照）

・調査票のサンプルを使う。

＜教室活動の方法＞

・ロールプレイ
（※標準的なカリキュラム案110ページ，
ガイドブック（仮称）xxページ参照）
・実体験
（※標準的なカリキュラム案111ページ，
ガイドブック（仮称）xxページ参照）

・薬局に行って薬を購入する練習をし
たり，実際に体験するのもよいで
しょう。

＜教室活動の展開例＞

【会話例】

学習者：「すみません，お願いします。」

薬局の人：「はい。この番号が呼ばれるまで
お待ちください。」

薬剤師：「１２５番のカードでお待ちの方。」

学習者：「１２５番ですが。」

薬剤師：「はい。こちらの粉薬は，１日２回朝，
晩，食後に飲んでください。こちら
の錠剤は，１日３回毎食後に飲んで
ください。」
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・隣人に分からないことについて質問する
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１ 域内の外国人の状況・ニーズ，地域のリソース等の把握

（２）生活課題の把握

○日常の生活（使用言語と使用場面，日
本語でのやり取りが求められる場面，
日本語学習に割ける時間）

⇒職場で使用する日本語はあいさつと業
務に関する内容が中心。また，同じ職
場に母語が同じ外国人が配置されてい
るため，日本語を使用する必然性に欠
ける。

○生活面で課題として抱えていること

１ 域内の外国人の状況・
ニーズ，地域のリソース等
の把握

２ 日本語教室の目的
や設置場所等につい
ての検討

３ 具体的な日本語教育プログラム
の作成

（１）学習内容
について検討

（２）学習順序
について検討

（３）学習時間
について検討

（４）指導者・
協力者につ
いて検討

（５）学習方法
について検討

（１）対象とす
る学習者の属
性や数の把握

（２）生活課
題の把握

（３）地域のリ
ソースの把握

（１）日本語
教室の目的
を設定する

（２）学習者の
ニーズ・地域の
リソースに基づ
いた教室の設置

例３）技能実習生のＣさんの場合

各地域学習者

課題の種類 課題の内容

１．切迫度の高
いこと

実習現場の人と日本
語で話したい

２．今できるよ
うになりたいこ
と

日本語で人間関係が
作れるようになりた
い

３．できればで
きるようになり
たいこと

信頼できる相手に質
問したい

４．今後できる
ようになりたい
こと

情報を収集・発信し
たい

（１）対象とする学習者の属
性や数の把握

・レディネス（日本語学習
をどの程度行っているか）

⇒来日前・来日後にそれぞ
れ160時間程度，日本語を
学習。その後は不定期に
自社社員を教師とした日
本語教室が開催される。

・漢字圏かどうか

⇒非漢字圏

・学習適性（過去の言語学
習経験等）

⇒日本語（３か月程度）

・家族形態

⇒単身で来日

・在留資格

⇒技能実習

・定住志向

⇒３年の予定

（３）地域のリソースの把握

・教室に使える場所

⇒地域の国際交流協会

・指導者

⇒地域在住の日本語教育経験者

・協力者の有無

⇒市民ボランティア

・協力機関の有無

⇒実習生受入団体

・多言語での情報の有無

⇒市役所や国際交流協会作成の
多言語情報

・通訳が配置されている場面

⇒第一次受入機関に通訳が配置
されており，必要に応じて派
遣される
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２ 日本語教室の目的や設置場所等についての検討

（１）日本語教室の目的を設定する

○漠然とした学習者像ではなく，地域
に在住する外国人の状況を踏まえた
上で「具体的な学習者像」を設定し，
そこから生活課題の改善に向けた教
室の目的を設定する。

⇒人間関係の構築ができるようになる

（２）学習者のニーズ・地域のリソースに基づいた教室
の設置

①地域課題，域内の外国人の状況に対応した日本語教室
の設置（場所，日時等）

⇒平日昼間に働いていることを踏まえ，土日の午前中
及び土日の夜間に公民館で実施

②行政・関係機関との連絡調整

⇒地域の生活情報の提供，地元の日本語学校で勤務す
る日本語教師の協力，受入団体の通訳の協力

１ 域内の外国人の状況・
ニーズ，地域のリソース等
の把握

２ 日本語教室の目的
や設置場所等につい
ての検討

３ 具体的な日本語教育プログラム
の作成

（１）学習内容
について検討

（２）学習順序
について検討

（３）学習時間
について検討

（４）指導者・
協力者につ
いて検討

（５）学習方法
について検討

（１）対象とする
学習者の属性
や数の把握

（２）生活課
題の把握

（３）地域のリ
ソースの把握

（１）日本語
教室の目的
を設定する

（２）学習者の
ニーズ・地域の
リソースに基づ
いた教室の設置
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３ 具体的な日本語教育プログラムの作成

生活課題 できるようになりた
いこと

１ 切迫度の高いこと 実習現場の人と日
本語で話したい

２ 今できるようになり
たいこと

日本語で人間関係
が作れるようにな
りたい

３ できればできるよう
になりたいこと

信頼できる相手に
質問したい

４ 今後できるようにな
りたいこと

情報を収集・発信
したい

１ 域内の外国人の状況・
ニーズ，地域のリソース等
の把握

２ 日本語教室の目的
や設置場所等につい
ての検討

３ 具体的な日本語教育プログラム
の作成

（１）学習内容
について検討

（２）学習順序
について検討

（３）学習時間
について検討

（４）指導者・
協力者につ
いて検討

（５）学習方法
について検討

（１）対象とする
学習者の属性
や数の把握

（２）生活課
題の把握

（３）地域のリ
ソースの把握

（１）日本語
教室の目的
を設定する

（２）学習者の
ニーズ・地域の
リソースに基づ
いた教室の設置

標準的なカリキュラム案で扱う生活上の行為
（全30単位）

Ⅰ 健康・安全に暮らす（７単位）

01 健康を保つ 02 安全を守る

Ⅱ 住居を確保する・維持する（２単位）

03 住居を確保する 04 住環境を整える

Ⅲ 消費活動を行う（４．５単位）

05 物品購入・サービスを利用する
06 お金を管理する

Ⅳ 目的地に移動する（３．５単位）

07 公共交通機関を利用する
08 自力で移動する

Ⅶ 人とかかわる（２．５単位）

14 他者との関係を円滑にする

Ⅷ 社会の一員となる（４．５単位）

15 地域・社会のルール・マナーを守る
16 地域社会に参加する

Ⅸ 自身を豊かにする（２単位）

20 余暇を楽しむ

Ⅹ 情報を収集・発信する（４単位）

21 通信する
22マスメディアを利用する
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（１）学習内容について検討



１ 域内の外国人の状況・
ニーズ，地域のリソース等
の把握

２ 日本語教室の目的
や設置場所等につい
ての検討

３ 具体的な日本語教育プログラム
の作成

（１）学習内容
について検討

（２）学習順序
について検討

（３）学習時間
について検討

（４）指導者・
協力者につ
いて検討

（５）学習方法
について検討

（１）対象とする
学習者の属性
や数の把握

（２）生活課
題の把握

（３）地域のリ
ソースの把握

（１）日本語
教室の目的
を設定する

（２）学習者の
ニーズ地域のリ
ソースに基づい
た教室の設置

標準的なカリキュラム案における生活上の行為の
事例

Ⅶ 人とかかわる（２．５単位）

（31） 人と付き合う

3101010 あいさつの種類と目的を理解する
3101030 時宜に合ったあいさつを学んで実行する
3101060 相手に合わせたあいさつをする
3101080 日常のあいさつをする
3101130 人間関係のきっかけを作るあいさつをする
3102050 仕事上の公的な自己紹介をする
3102070 私的な場面で自己紹介をする
3103150 分からないとき，疑問に思ったときに信頼

できる相手に質問する
（日本の一般マナーについて）

Ⅹ 情報を収集・発信する（４単位）

（47）電話・ファクシミリを利用する

4701100 電話を掛ける
4702070 応答する

地域の実情・学習者の日本語のレベル
に合わせて工夫する

（31）人と付き合う

○あいさつについて理解を深める
○初対面のあいさつをする

（47）電話・ファクシミリを利用する

○職場に電話して遅刻や欠勤について伝
える

○電話を受ける

（２）学習順序について検討

○学習者の生活課題・ニーズから学習順序
を設定

○「１ 域内の外国人の状況・ニーズ，地
域のリソース等の把握」の「（２）生活
課題の把握」の「切迫度の高いこと」，
「できるようになりたいこと」から順に
学習順序を設定する。
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言語事項／社会・文化的情報の選択と
工夫（工夫前の生活上の行為の事例）

目標達成のための教室活
動の方法

活動方法 協力者 教材

・あいさつについて理解を深める
（3101010 あいさつの種類と目的を理解す
る）

・あいさつの種類と目的
について考える
・母国や外国と日本のあ
いさつを比べる

あいさつ場
面の写真，
イラスト，
手紙

・年賀状や暑中見舞いのやり取りを
する
（3101030 時宜に合ったあいさつを学んで
実行する）

・年賀状（暑中見舞い）
の習慣を学び，書き方を
学び実際に書く

実体験 知り合い
や地域の
住民

年賀葉書
（暑中見舞
い葉書），
写真，実物

・相手に合わせたあいさつをする
（3101060 相手に合わせたあいさつをする）

・場面や相手をいろいろ
設定し，ふさわしいあい
さつの仕方を練習する

ロールプレ
イ

映画「釣り
バカ日誌」
などの映像

・起きてから寝るまでのあいさつを
知る
（3101080 日常のあいさつをする）

・学習者の一日の流れを
追って，適切なあいさつ
ができるよう練習する
・あいさつに応じる練習
をする

ロールプレ
イ

・初対面のあいさつをする
〈3101130 人間関係のきっかけを作るあい
さつをする〉

・初対面のあいさつの練
習をする
・地域の人との交流会を
し，体験する

プロジェク
トワーク

地域の人 町内会の案
内など

・公的な自己紹介を行う
（3102050 仕事上の公的な自己紹介をす
る）

・自己紹介が丁寧体で言
えるように練習する
・名刺交換をする

ロールプレ
イ，ショウ
アンドテル

職場の人

・私的な自己紹介を行う
（3102070 私的な場面で自己紹介をする）

・人が集まった場で簡単
な自己紹介ができるよう
に練習する

プレゼン
テーション

地域の
人・学生

・冠婚葬祭のマナーについて相談す
る
（3103150 分からないとき，疑問に思ったと

きに信頼できる相手に質問する（日本の一
般的なマナー等について））

・題材を提示し、対応を
考える
・質問の仕方を知る
・実際に質問して回答を
理解する

話し合い，
実体験，
ロールプレ
イ

職場の人
支援者

招待状，冠
婚葬祭の写
真，祝儀袋
等

・職場に電話して遅刻や欠勤につい
て伝える。
（4701100 電話を掛ける）

・遅刻や欠勤のいろいろ
な状況を想定し、きちん
と用件が伝えられるよう
にする

ロールプレ
イ

支援者 状況を表す
絵

・電話を受ける
（4702070 応答する）

・電話を受ける際の定型
表現を練習し、実際に電
話応答の体験をする

ロールプレ
イ，実体験

支援者

＜具体的な日本語教育プログラム例＞

◆教室の目的：人間関係の構築ができるようになる ◆指導者：地域在住の日本語教育経験者

（Ⅶ 人と付き合う）

◆教室の場所：公民館 ◆日時：土曜日，10時～12時

１

人
間
関
係
の
構
築
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

２

情
報
を
収
集
発
信
す
る

P.21
参照
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教室活動の内容 サポート情報等

１．人間関係を作るきっかけとなるあいさつなどについて
のＶＴＲを見る

・初対面のあいさつ，日常的に交わされるあいさつの言葉
（天候を問う，行き先を問う），電話の受け答え等
⇒ＶＴＲがない場合は協力者による実演

２．人間関係を作る上での文化的な違いを準備された資
料等から理解する

・母語で書かれた資料等の内容について，指導者から説明を
受けたり，クラスメートと話し合ったりする。

３．様々なあいさつの場面を体験する

・あいさつや電話の場面を教室内で練習をする。可能であれ
ば，実際の場面で使ってみる。

＜教室活動の方法＞

・ロールプレイ
（※標準的なカリキュラム案110ページ，
ガイドブック（仮称）xxページ参照）

＜教室活動の展開例＞

【会話例】

Ａ：「こんにちは。いい天気ですね。」

Ｂ：「そうですね。どちらにお出かけですか。」

Ａ：「ええ。ちょっとそこまで。」

Ｂ：「行ってらっしゃい。」
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・初対面のあいさつをする




